
 

DM7 Firmware主なアップデート内容 
 

V1.74 

V1.74の新機能 

• Focus Libraryに対応しました。 

• GLOBAL PASTE PARAMETERSに Scene Focus を追加しました。 

V1.74の改善点 

• Shure製品 (ULX-D) の最新のバリエーションおよび帯域に対応しました。 

V1.74で修正された不具合 

• ワードクロック周波数が 96kHzで動作しているときに FXプラグインでディレイ値を大きくし過ぎると

R側の音が出なくなる不具合を修正しました。 

• Dugan Automixerのパッチ候補ポップアップに Name Languageの設定が反映されていなかった

不具合を修正しました。 

• Mix to Matrixで PAN/BALANCEを PAN MODEにしたときの信号レベルが正常とならない不具

合を修正しました。 

• Analog Delay Ratioにて FX Library No.108 Deep をリコールすると発振していた不具合を修正

しました。 

• 一部の他社製 Dante機器が接続されていると、他の Dante機器をマウントできない場合がある不

具合を修正しました。 

• DANTE I/O DEVICE画面で、ラックの選択を変更するとパラメーター値が意図せず変化する場合

がある不具合を修正しました。 

• MIDI Ctrlだけが保存されている DM7シリーズ設定ファイルをロードできない不具合を修正しまし

た。 



 

• With System Settingsオフで DM7シリーズ設定ファイルをロードしても PY64-Dの Dante設定

が変更される不具合を修正しました。 

• 内蔵オシレータのピンクノイズのレベルが Fsによって違っていた不具合を修正しました。 

• GPI INに CUE Pointを設定するとコンソールがフリーズして自動的に再起動する不具合を修正し

ました。 

• DCA ROLLOUT した状態から別のカスタムフェーダーレイヤーに遷移すると、誤ったフェーダーレ

イヤーが展開されることがある不具合を修正しました。 

• Fsが 48kHzのときに Isolatorエフェクトの Xover Hiや Xover Loパラメーターを 12.5kHz以上に

設定すると発振していた不具合を修正しました。 

• PY-MIDI-GPI インターフェースカードに GPIの信号を 1回入力しただけで 2回処理されることが

あった不具合を修正しました。 

V1.73で修正された不具合 

• DM7および DM7 Compactから検出可能な Dante機器が最大 63台までとなっていた不具合を

修正しました（最大 127台まで検出可能）。 

• 一部の他社製 Dante機器が接続されていると、他の Dante機器をマウントできない場合がある不

具合を修正しました。 

V1.73の改善点 

• DM7、DM7 Compactおよび PY64-D カードの Dante ファームウェアを更新しました。 

• 間違った Dante クロック設定を防止するため、PY64-D カードを装着していない場合は Sync To 

Externalを自動設定にしました。 

• WORD CLOCK画面に Sync To External表示を追加しました。 

• Danteネットワークの PTP リーダー機器が遷移しても、音切れが発生しないように改善しました。 

V1.72で修正された不具合 

• ごく稀にコンソールがフリーズし、自動的に再起動する不具合を修正しました。 



 

• Dynamic EQ4のメーター表示が誤っていた不具合を修正しました。 

• カスタムフェーダーバンクで DCA Roll-out されたペアチャンネルの [SEL] を押すと、チャンネルの

L/Rがトグルで変更され、カスタムフェーダーのアサイン設定が変更されてしまう不具合を修正しま

した。 

• DM7シリーズ V1.60以上にて USER DEFINED KEYSに FADER BANKを割り当てた状態で

保存した設定ファイルを DM7 Editorでロードすると、FADER BANKウィンドウが表示されなかっ

たり、USER DEFINED KEYボタンを押してもアサインしている機能が動作しなかったりする不具

合を修正しました。 

V1.71で修正された不具合 

• DM7 Firmware V1.60および V1.70にて、以下の条件で DM7が正常に起動しない不具合を修

正しました。  

o Dante SECONDARYポートがリダンダントに設定されている。 

o Dante SECONDARYポートがリンクアップしている。 

o Dante PRIMARY/SECONDARYポート両方に静的 IPアドレスが設定されている。 

• フェーダーキャリブレーション実施後にフェーダーの位置が正確に揃わないことがある不具合を修

正しました。 

V1.70の新機能 

• Rio3224-D3、Rio1608-D3に対応しました。 

• Shure社製ワイヤレスマイクロホンシステム SLX-Dに対応しました。 

• Waves社製オーディオインターフェースカードWSG-PY64に対応しました。 

V1.70の改善点 

• Input/Output Delay等の設定がフレームレート 50fps、59.94fps、60fpsに対応しました。 

• Talkback画面に Dimmer For Buses レベルを追加しました。これにより Dimmer For Buses と

Dimmer on TBを独立して設定できるようになりました。 



 

V1.70で修正された不具合 

• MONITOR SOURCE DEFINE画面でのパッチ変更が正常に機能していなかった不具合を修正し

ました。 

• Dante入力がパッチされたインプットチャンネルをペア設定すると、OMNI IN 1 と 2の HAゲイン

が-6dBにリセットされてしまう不具合を修正しました。 

• Bチャンネルのない 31Band GEQの Bチャンネルをインサートすると音が止まっていた不具合を

修正しました。 

• DEVICE SELECT画面の SUPPORTED DEVICE画面で Device Typeにメーカー名が表示され

ていなかった不具合を修正しました。 

• [SEL]キーの同時押しによってペアチャンネルを設定した時に別のペアチャンネルが解除されると、

一時的なリコールセーフが有効のままになっていた不具合を修正しました。 

• リダンダント接続時、副回線（SECONDARY）に切り替わったときのメッセージが、2回目以降の切

り替わりでは表示されていなかった不具合を修正しました。 

• Bay L と Bay Cの両方でログイン画面を開いているとき、片方の画面でログインしても、もう片方

のログイン画面が閉じていなかった不具合を修正しました。（DM7） 

• CH LINK を設定したチャンネルに Focus Recall設定を行うと、Focus Recall画面に誤った設定

情報が表示される不具合を修正しました。 

• Danteをパッチした入力チャンネルに CH Library をリコールしても HAのアナログゲインや+48V

のオン/オフが変化しなかった不具合を修正しました。 

• DANTE SETUP（Device Mount）画面で Secondary IP Addressが常に 0.0.0.0 と表示されてい

た不具合を修正しました。 

• カスタムフェーダーバンクに Selected CHや SEND MAIN をアサインしてもメーターエリアのメータ

ーが表示されていなかった不具合を修正しました。 

• フェーダーキャリブレーションが正常に機能していなかった不具合を修正しました。 



 

既知の不具合 

• SETUP メニュー内の TIME画面において、地域・日付・時刻を変更した後に、外部接続した

Dante機器の発見、マウント、およびパラメーター同期、Danteパッチの変更が正しく行えないこと

があります。本症状発生時は DM7本体の電源再起動を行ってください。これは将来リリースのフ

ァームウェアで修正される予定です。 

• Dante端子とネットワーク端子を同一のネットワークスイッチに接続すると、FOR MIXER 

CONTROLで設定されている IPアドレスと FOR DEVICE CONTROLで設定されている IPアド

レスのサブネットが異なっていても、通信が不安定になる場合があります。接続するネットワークス

イッチを分けるか VLAN を設定してネットワークを分割してください。 

• PY64-MDの MADI IN 1/2端子にオーディオ信号の入力がない状態で Redundantボタンと Split

ボタンを両方ともオンにすると“PY Card Error, Internal Connection”という警告が DM7のユーティ

リティースクリーンに表示されることがあります。 

使用上のご注意 

• MAINTENANCE画面で Initialize All を実行すると、Danteがデイジーチェインモードになります。

リダンダント接続環境では Danteネットワークケーブルを取り外した後に Danteの設定を再度実

施してください。 

• Danteの副回線（SECONDARY）で通信しているとき、マウントされたデバイスが Virtual接続表示

となり、Danteパッチなどの Dante設定の変更ができなくなりますが、Dante音声や Rシリーズの

HA コントロールに影響はありません。 

バージョンアップ時のご注意 

• 一部の USB メモリーを使用すると、ファームウェアのアップデートが開始されない場合があるとい

う報告を受けております。その場合は他の USB メモリーに変更して再度アップデートをお試しいた

だくようお願いします。 



 

• DM7や DM7 Compactに“Startup Failed”のエラーメッセージが表示されている状態ではファーム

ウェアアップデートを正常に行うことができません。SECONDARYポートの接続を外した状態で再

起動し、“Startup Failed”のエラー状態を解消後、アップデートを行なってください。アップデート完

了後、接続を元にお戻しください。 

• DM7や DM7 Compact を V1.51からアップデートすると、ファームウェアアップデートの処理が自

動的に 2回行われます。これは内部の不整合を解決するための正常な動作です。 

• Initialize All Memoryを実施後に DM7 / DM7 Compactの電源を再起動すると、メンテナンス画

面が表示されることがあります。その場合は DM7 / DM7 Compactの電源を再起動してください。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい（遅い）方の設

定が有効になります。 

V1.73 

V1.73で修正された不具合 

• DM7および DM7 Compactから検出可能な Dante機器が最大 63台までとなっていた不具合を

修正しました（最大 127台まで検出可能）。 

• 一部の他社製 Dante機器が接続されていると、他の Dante機器をマウントできない場合がある不

具合を修正しました。 

V1.73の改善点 

• DM7、DM7 Compactおよび PY64-D カードの Dante ファームウェアを更新しました。 

• 間違った Dante クロック設定を防止するため、PY64-D カードを装着していない場合は Sync To 

Externalを自動設定にしました。 

• WORD CLOCK画面に Sync To External表示を追加しました。 

• Danteネットワークの PTP リーダー機器が遷移しても、音切れが発生しないように改善しました。 

V1.72で修正された不具合 



 

• ごく稀にコンソールがフリーズし、自動的に再起動する不具合を修正しました。 

• Dynamic EQ4のメーター表示が誤っていた不具合を修正しました。 

• カスタムフェーダーバンクで DCA Roll-out されたペアチャンネルの [SEL] を押すと、チャンネル

の L/Rがトグルで変更され、カスタムフェーダーのアサイン設定が変更されてしまう不具合を修正

しました。 

• DM7シリーズ V1.60以上にて USER DEFINED KEYSに FADER BANKを割り当てた状態で

保存した設定ファイルを DM7 Editorでロードすると、FADER BANKウィンドウが表示されなかっ

たり、USER DEFINED KEYボタンを押してもアサインしている機能が動作しなかったりする不具

合を修正しました。 

V1.71で修正された不具合 

• DM7 Firmware V1.60および V1.70にて、以下の条件で DM7が正常に起動しない不具合を修

正しました。  

o Dante SECONDARYポートがリダンダントに設定されている。 

o Dante SECONDARYポートがリンクアップしている。 

o Dante PRIMARY/SECONDARYポート両方に静的 IPアドレスが設定されている。 

• フェーダーキャリブレーション実施後にフェーダーの位置が正確に揃わないことがある不具合を修

正しました。 

V1.70の新機能 

• Rio3224-D3、Rio1608-D3に対応しました。 

• Shure社製ワイヤレスマイクロホンシステム SLX-Dに対応しました。 

• Waves社製オーディオインターフェースカードWSG-PY64に対応しました。 

V1.70の改善点 

• Input/Output Delay等の設定がフレームレート 50fps、59.94fps、60fpsに対応しました。 



 

• Talkback画面に Dimmer For Buses レベルを追加しました。これにより Dimmer For Buses と

Dimmer on TBを独立して設定できるようになりました。 

V1.70で修正された不具合 

• MONITOR SOURCE DEFINE画面でのパッチ変更が正常に機能していなかった不具合を修正し

ました。 

• Dante入力がパッチされたインプットチャンネルをペア設定すると、OMNI IN 1 と 2の HAゲイン

が-6dBにリセットされてしまう不具合を修正しました。 

• Bチャンネルのない 31Band GEQの Bチャンネルをインサートすると音が止まっていた不具合を

修正しました。 

• DEVICE SELECT画面の SUPPORTED DEVICE画面で Device Typeにメーカー名が表示さ

れていなかった不具合を修正しました。 

• [SEL]キーの同時押しによってペアチャンネルを設定した時に別のペアチャンネルが解除されると、

一時的なリコールセーフが有効のままになっていた不具合を修正しました。 

• リダンダント接続時、副回線（SECONDARY）に切り替わったときのメッセージが、2回目以降の切

り替わりでは表示されていなかった不具合を修正しました。 

• Bay L と Bay Cの両方でログイン画面を開いているとき、片方の画面でログインしても、もう片方

のログイン画面が閉じていなかった不具合を修正しました。（DM7） 

• CH LINK を設定したチャンネルに Focus Recall設定を行うと、Focus Recall画面に誤った設定

情報が表示される不具合を修正しました。 

• Danteをパッチした入力チャンネルに CH Library をリコールしても HAのアナログゲインや+48V

のオン/オフが変化しなかった不具合を修正しました。 

• DANTE SETUP（Device Mount）画面で Secondary IP Addressが常に 0.0.0.0 と表示されてい

た不具合を修正しました。 



 

• カスタムフェーダーバンクに Selected CHや SEND MAIN をアサインしてもメーターエリアのメータ

ーが表示されていなかった不具合を修正しました。 

• フェーダーキャリブレーションが正常に機能していなかった不具合を修正しました。 

既知の不具合 

• SETUP メニュー内の TIME画面において、地域・日付・時刻を変更した後に、外部接続した

Dante機器の発見、マウント、およびパラメーター同期、Danteパッチの変更が正しく行えないこと

があります。本症状発生時は DM7本体の電源再起動を行ってください。これは将来リリースのフ

ァームウェアで修正される予定です。 

• ワードクロック周波数が 96kHzで動作しているときに FXプラグインでディレイ値を大きくし過ぎると

R側の音が出なくなることがあります。その場合はディレイ値を小さくしてください。 

• Dante端子とネットワーク端子を同一のネットワークスイッチに接続すると、FOR MIXER 

CONTROLで設定されている IPアドレスと FOR DEVICE CONTROLで設定されている IPアド

レスのサブネットが異なっていても、通信が不安定になる場合があります。接続するネットワークス

イッチを分けるか VLAN を設定してネットワークを分割してください。 

• PY64-MDの MADI IN 1/2端子にオーディオ信号の入力がない状態で Redundantボタンと Split

ボタンを両方ともオンにすると“PY Card Error, Internal Connection”という警告が DM7のユーテ

ィリティースクリーンに表示されることがあります。 

使用上のご注意 

• MAINTENANCE画面で Initialize All を実行すると、Danteがデイジーチェインモードになります。

リダンダント接続環境では Danteネットワークケーブルを取り外した後に Danteの設定を再度実

施してください。 

• Danteの副回線（SECONDARY）で通信しているとき、マウントされたデバイスが Virtual接続表

示となり、Danteパッチなどの Dante設定の変更ができなくなりますが、Dante音声や Rシリーズ

の HA コントロールに影響はありません。 



 

バージョンアップ時のご注意 

• 一部の USB メモリーを使用すると、ファームウェアのアップデートが開始されない場合があるとい

う報告を受けております。その場合は他の USB メモリーに変更して再度アップデートをお試しいた

だくようお願いします。 

• DM7や DM7 Compactに“Startup Failed”のエラーメッセージが表示されている状態ではファー

ムウェアアップデートを正常に行うことができません。SECONDARYポートの接続を外した状態で

再起動し、“Startup Failed”のエラー状態を解消後、アップデートを行なってください。アップデート

完了後、接続を元にお戻しください。 

• DM7や DM7 Compact を V1.51からアップデートすると、ファームウェアアップデートの処理が自

動的に 2回行われます。これは内部の不整合を解決するための正常な動作です。 

• Initialize All Memoryを実施後に DM7 / DM7 Compactの電源を再起動すると、メンテナンス画

面が表示されることがあります。その場合は DM7 / DM7 Compactの電源を再起動してください。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい（遅い）方の設

定が有効になります。 

V1.72 

V1.72で修正された不具合 

• ごく稀にコンソールがフリーズし、自動的に再起動する不具合を修正しました。 

• Dynamic EQ4のメーター表示が誤っていた不具合を修正しました。 

• カスタムフェーダーバンクで DCA Roll-out されたペアチャンネルの [SEL] を押すと、チャンネル

の L/Rがトグルで変更され、カスタムフェーダーのアサイン設定が変更されてしまう不具合を修正

しました。 

• DM7シリーズ V1.60以上にて USER DEFINED KEYSに FADER BANKを割り当てた状態で

保存した設定ファイルを DM7 Editorでロードすると、FADER BANKウィンドウが表示されなかっ



 

たり、USER DEFINED KEYボタンを押してもアサインしている機能が動作しなかったりする不具

合を修正しました。 

V1.71で修正された不具合 

• DM7 Firmware V1.60および V1.70にて、以下の条件で DM7が正常に起動しない不具合を修

正しました。 

• Dante SECONDARYポートがリダンダントに設定されている。 

• Dante SECONDARYポートがリンクアップしている。 

• Dante PRIMARY/SECONDARYポート両方に静的 IPアドレスが設定されている。 

• フェーダーキャリブレーション実施後にフェーダーの位置が正確に揃わないことがある不具合を修

正しました。 

V1.70の新機能 

• Rio3224-D3、Rio1608-D3に対応しました。 

• Shure社製ワイヤレスマイクロホンシステム SLX-Dに対応しました。 

• Waves社製オーディオインターフェースカードWSG-PY64に対応しました。 

V1.70の改善点 

• Input/Output Delay等の設定がフレームレート 50fps、59.94fps、60fpsに対応しました。 

• Talkback画面に Dimmer For Buses レベルを追加しました。これにより Dimmer For Buses と

Dimmer on TBを独立して設定できるようになりました。 

V1.70で修正された不具合 

• MONITOR SOURCE DEFINE画面でのパッチ変更が正常に機能していなかった不具合を修正し

ました。 

• Dante入力がパッチされたインプットチャンネルをペア設定すると、OMNI IN 1 と 2の HAゲイン

が-6dBにリセットされてしまう不具合を修正しました。 



 

• Bチャンネルのない 31Band GEQの Bチャンネルをインサートすると音が止まっていた不具合を

修正しました。 

• DEVICE SELECT画面の SUPPORTED DEVICE画面で Device Typeにメーカー名が表示さ

れていなかった不具合を修正しました。 

• [SEL]キーの同時押しによってペアチャンネルを設定した時に別のペアチャンネルが解除されると、

一時的なリコールセーフが有効のままになっていた不具合を修正しました。 

• リダンダント接続時、副回線(SECONDARY)に切り替わったときのメッセージが、2回目以降の切

り替わりでは表示されていなかった不具合を修正しました。 

• Bay L と Bay Cの両方でログイン画面を開いているとき、片方の画面でログインしても、もう片方

のログイン画面が閉じていなかった不具合を修正しました。（DM7） 

• CH LINK を設定したチャンネルに Focus Recall設定を行うと、Focus Recall画面に誤った設定

情報が表示される不具合を修正しました。 

• Danteをパッチした入力チャンネルに CH Library をリコールしても HAのアナログゲインや+48V

のオン/オフが変化しなかった不具合を修正しました。 

• DANTE SETUP(Device Mount)画面で Secondary IP Addressが常に 0.0.0.0 と表示されていた

不具合を修正しました。 

• カスタムフェーダーバンクに Selected CHや SEND MAIN をアサインしてもメーターエリアのメータ

ーが表示されていなかった不具合を修正しました。 

• フェーダーキャリブレーションが正常に機能していなかった不具合を修正しました。 

既知の不具合 

• SETUP メニュー内の TIME画面において、地域・日付・時刻を変更した後に、外部接続した

Dante機器の発見、マウント、およびパラメーター同期、Danteパッチの変更が正しく行えないこと

があります。本症状発生時は DM7本体の電源再起動を行ってください。これは将来リリースのフ

ァームウェアで修正される予定です。 



 

• ワードクロック周波数が 96kHzで動作しているときに FXプラグインでディレイ値を大きくし過ぎると

R側の音が出なくなることがあります。その場合はディレイ値を小さくしてください。 

• Dante端子とネットワーク端子を同一のネットワークスイッチに接続すると、FOR MIXER 

CONTROLで設定されている IPアドレスと FOR DEVICE CONTROLで設定されている IPアド

レスのサブネットが異なっていても、通信が不安定になる場合があります。接続するネットワークス

イッチを分けるか VLAN を設定してネットワークを分割してください。 

• PY64-MDの MADI IN 1/2端子にオーディオ信号の入力がない状態で Redundantボタンと Split

ボタンを両方ともオンにすると“PY Card Error, Internal Connection”という警告が DM7のユーテ

ィリティースクリーンに表示されることがあります。 

使用上のご注意 

• MAINTENANCE画面で Initialize All を実行すると、Danteがデイジーチェインモードになります。

リダンダント接続環境では Danteネットワークケーブルを取り外した後に Danteの設定を再度実

施してください。 

• Danteの副回線(SECONDARY)で通信しているとき、マウントされたデバイスが Virtual接続表示

となり、Danteパッチなどの Dante設定の変更ができなくなりますが、Dante音声や Rシリーズの

HA コントロールに影響はありません。 

バージョンアップ時のご注意 

• 一部の USB メモリーを使用すると、ファームウェアのアップデートが開始されない場合があるとい

う報告を受けております。その場合は他の USB メモリーに変更して再度アップデートをお試しいた

だくようお願いします。 

• DM7や DM7 Compactに“Startup Failed”のエラーメッセージが表示されている状態ではファー

ムウェアアップデートを正常に行うことができません。SECONDARYポートの接続を外した状態で

再起動し、“Startup Failed”のエラー状態を解消後、アップデートを行なってください。アップデート

完了後、接続を元にお戻しください。 



 

• DM7や DM7 Compact を V1.51からアップデートすると、ファームウェアアップデートの処理が自

動的に 2回行われます。これは内部の不整合を解決するための正常な動作です。 

• Initialize All Memoryを実施後に DM7 / DM7 Compactの電源を再起動すると、メンテナンス画

面が表示されることがあります。その場合は DM7 / DM7 Compactの電源を再起動してください。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 

V1.71 

V1.71で修正された不具合 

• DM7 Firmware V1.60および V1.70にて、以下の条件で DM7が正常に起動しない不具合を修

正しました。 

o Dante SECONDARYポートがリダンダントに設定されている。 

o Dante SECONDARYポートがリンクアップしている。 

o Dante PRIMARY/SECONDARYポート両方に静的 IPアドレスが設定されている。 

• フェーダーキャリブレーション実施後にフェーダーの位置が正確に揃わないことがある不具合を修

正しました。 

V1.70の新機能 

• Rio3224-D3、Rio1608-D3に対応しました。 

• Shure社製ワイヤレスマイクロホンシステム SLX-Dに対応しました。 

• Waves社製オーディオインターフェースカードWSG-PY64に対応しました。 

V1.70の改善点 

• Input/Output Delay等の設定がフレームレート 50fps、59.94fps、60fpsに対応しました。 

• Talkback画面に Dimmer For Buses レベルを追加しました。これにより Dimmer For Buses と

Dimmer on TBを独立して設定できるようになりました。 



 

V1.70で修正された不具合 

• MONITOR SOURCE DEFINE画面でのパッチ変更が正常に機能していなかった不具合を修正し

ました。 

• Dante入力がパッチされたインプットチャンネルをペア設定すると、OMNI IN 1 と 2の HAゲイン

が-6dBにリセットされてしまう不具合を修正しました。 

• Bチャンネルのない 31Band GEQの Bチャンネルをインサートすると音が止まっていた不具合を

修正しました。 

• DEVICE SELECT画面の SUPPORTED DEVICE画面で Device Typeにメーカー名が表示さ

れていなかった不具合を修正しました。 

• [SEL]キーの同時押しによってペアチャンネルを設定した時に別のペアチャンネルが解除されると、

一時的なリコールセーフが有効のままになっていた不具合を修正しました。 

• リダンダント接続時、副回線(SECONDARY)に切り替わったときのメッセージが、2回目以降の切

り替わりでは表示されていなかった不具合を修正しました。 

• Bay L と Bay Cの両方でログイン画面を開いているとき、片方の画面でログインしても、もう片方

のログイン画面が閉じていなかった不具合を修正しました。（DM7） 

• CH LINK を設定したチャンネルに Focus Recall設定を行うと、Focus Recall画面に誤った設定

情報が表示される不具合を修正しました。 

• Danteをパッチした入力チャンネルに CH Library をリコールしても HAのアナログゲインや+48V

のオン/オフが変化しなかった不具合を修正しました。 

• DANTE SETUP(Device Mount)画面で Secondary IP Addressが常に 0.0.0.0 と表示されていた

不具合を修正しました。 

• カスタムフェーダーバンクに Selected CHや SEND MAIN をアサインしてもメーターエリアのメータ

ーが表示されていなかった不具合を修正しました。 

• フェーダーキャリブレーションが正常に機能していなかった不具合を修正しました。 



 

既知の不具合 

• SETUP メニュー内の TIME画面において、地域・日付・時刻を変更した後に、外部接続した

Dante機器の発見、マウント、およびパラメーター同期、Danteパッチの変更が正しく行えないこと

があります。本症状発生時は DM7本体の電源再起動を行ってください。これは将来リリースのフ

ァームウェアで修正される予定です。 

• ワードクロック周波数が 96kHzで動作しているときに FXプラグインでディレイ値を大きくし過ぎると

R側の音が出なくなることがあります。その場合はディレイ値を小さくしてください。 

• Dante端子とネットワーク端子を同一のネットワークスイッチに接続すると、FOR MIXER 

CONTROLで設定されている IPアドレスと FOR DEVICE CONTROLで設定されている IPアド

レスのサブネットが異なっていても、通信が不安定になる場合があります。接続するネットワークス

イッチを分けるか VLAN を設定してネットワークを分割してください。 

• PY64-MDの MADI IN 1/2端子にオーディオ信号の入力がない状態で Redundantボタンと Split

ボタンを両方ともオンにすると“PY Card Error, Internal Connection”という警告が DM7のユーテ

ィリティースクリーンに表示されることがあります。 

使用上のご注意 

• MAINTENANCE画面で Initialize All を実行すると、Danteがデイジーチェインモードになります。

リダンダント接続環境では Danteネットワークケーブルを取り外した後に Danteの設定を再度実

施してください。 

• Danteの副回線(SECONDARY)で通信しているとき、マウントされたデバイスが Virtual接続表示

となり、Danteパッチなどの Dante設定の変更ができなくなりますが、Dante音声や Rシリーズの

HA コントロールに影響はありません。 

バージョンアップ時のご注意 

• DM7や DM7 Compactに“Startup Failed”のエラーメッセージが表示されている状態ではファー

ムウェアアップデートを正常に行うことができません。SECONDARYポートの接続を外した状態で



 

再起動し、“Startup Failed”のエラー状態を解消後、アップデートを行なってください。アップデート

完了後、接続を元にお戻しください。 

• DM7や DM7 Compact を V1.51からアップデートすると、ファームウェアアップデートの処理が自

動的に 2回行われます。これは内部の不整合を解決するための正常な動作です。 

• Initialize All Memoryを実施後に DM7 / DM7 Compactの電源を再起動すると、メンテナンス画

面が表示されることがあります。その場合は DM7 / DM7 Compactの電源を再起動してください。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 

V1.70 

V1.70の新機能 

• Rio3224-D3、Rio1608-D3に対応しました。 

• Shure社製ワイヤレスマイクロホンシステム SLX-Dに対応しました。 

• Waves社製オーディオインターフェースカードWSG-PY64に対応しました。 

V1.70の改善点 

• Input/Output Delay等の設定がフレームレート 50fps、59.94fps、60fpsに対応しました。 

• Talkback画面に Dimmer For Buses レベルを追加しました。これにより Dimmer For Buses と

Dimmer on TBを独立して設定できるようになりました。 

V1.70で修正された不具合 

• MONITOR SOURCE DEFINE画面でのパッチ変更が正常に機能していなかった不具合を修正し

ました。 

• Dante入力がパッチされたインプットチャンネルをペア設定すると、OMNI IN 1 と 2の HAゲイン

が-6dBにリセットされてしまう不具合を修正しました。 



 

• Bチャンネルのない 31Band GEQの Bチャンネルをインサートすると音が止まっていた不具合を

修正しました。 

• DEVICE SELECT画面の SUPPORTED DEVICE画面で Device Typeにメーカー名が表示さ

れていなかった不具合を修正しました。 

• [SEL]キーの同時押しによってペアチャンネルを設定した時に別のペアチャンネルが解除されると、

一時的なリコールセーフが有効のままになっていた不具合を修正しました。 

• リダンダント接続時、副回線(SECONDARY)に切り替わったときのメッセージが、2回目以降の切

り替わりでは表示されていなかった不具合を修正しました。 

• Bay L と Bay Cの両方でログイン画面を開いているとき、片方の画面でログインしても、もう片方

のログイン画面が閉じていなかった不具合を修正しました。（DM7） 

• CH LINK を設定したチャンネルに Focus Recall設定を行うと、Focus Recall画面に誤った設定

情報が表示される不具合を修正しました。 

• Danteをパッチした入力チャンネルに CH Library をリコールしても HAのアナログゲインや+48V

のオン/オフが変化しなかった不具合を修正しました。 

• DANTE SETUP(Device Mount)画面で Secondary IP Addressが常に 0.0.0.0 と表示されていた

不具合を修正しました。 

• カスタムフェーダーバンクに Selected CHや SEND MAIN をアサインしてもメーターエリアのメータ

ーが表示されていなかった不具合を修正しました。 

• フェーダーキャリブレーションが正常に機能していなかった不具合を修正しました。 

既知の不具合 

• SETUP メニュー内の TIME画面において、地域・日付・時刻を変更した後に、外部接続した

Dante機器の発見、マウント、およびパラメーター同期、Danteパッチの変更が正しく行えないこと

があります。本症状発生時は DM7本体の電源再起動を行ってください。これは将来リリースのフ

ァームウェアで修正される予定です。 



 

• ワードクロック周波数が 96kHzで動作しているときに FXプラグインでディレイ値を大きくし過ぎると

R側の音が出なくなることがあります。その場合はディレイ値を小さくしてください。 

• Dante端子とネットワーク端子を同一のネットワークスイッチに接続すると、FOR MIXER 

CONTROLで設定されている IPアドレスと FOR DEVICE CONTROLで設定されている IPアド

レスのサブネットが異なっていても、通信が不安定になる場合があります。接続するネットワークス

イッチを分けるか VLAN を設定してネットワークを分割してください。 

• PY64-MDの MADI IN 1/2端子にオーディオ信号の入力がない状態で Redundantボタンと Split

ボタンを両方ともオンにすると“PY Card Error, Internal Connection”という警告が DM7のユーテ

ィリティースクリーンに表示されることがあります。 

使用上のご注意 

• MAINTENANCE画面で Initialize All を実行すると、Danteがデイジーチェインモードになります。

リダンダント接続環境では Danteネットワークケーブルを取り外した後に Danteの設定を再度実

施してください。 

• Danteの副回線(SECONDARY)で通信しているとき、マウントされたデバイスが Virtual接続表示

となり、Danteパッチなどの Dante設定の変更ができなくなりますが、Dante音声や Rシリーズの

HA コントロールに影響はありません。 

バージョンアップ時のご注意 

• DM7や DM7 Compact を V1.51からアップデートすると、ファームウェアアップデートの処理が自

動的に 2回行われます。これは内部の不整合を解決するための正常な動作です。 

• Initialize All Memoryを実施後に DM7 / DM7 Compactの電源を再起動すると、メンテナンス画

面が表示されることがあります。その場合は DM7 / DM7 Compactの電源を再起動してください。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 



 

V1.60 

V1.60の新機能 

• PY64-Dオーディオインターフェースカードに対応しました。 

• AFC Imageのコントロールに対応し、オブジェクト操作やシーンリコールの連携ができるようになり

ました。こちらの機能を使用するためには Theatre Packageが必要となります。 

• 5.1chサラウンドパン/サラウンドモニターに対応しました。こちらの機能を使用するためには

Broadcast Packageが必要となります。 

• Nuendo / Cubase Proのコントロールルーム機能を User Definedキー、User Defined ノブに割

り当てられるようになりました。こちらの機能を使用するためにはホストコンピューターに 「Yamaha 

Console Extension V3.6.0」 がインストールされている必要があります。 

• DANTE SUPPORTED DEVICEに Digital Audio Labs Livemix Personal Monitor System を追

加しました。 

• FXの Space Simulator を除く Reverbに Lo Ratioパラメーターを追加しました。 

• 設定ファイルを内蔵ストレージにもセーブ/ロードできるようになりました。 

V1.60の改善点 

• DM7が DDM (Dante Domain Manager)に参加している間、他の Dante機器のリモートコントロ

ールが機能するようになりました。 

• 電源を切ってもフェーダーバンクモードの設定が保存されるようになりました。 

• UserKeyに DM7 Controlの User Definedキー、User Defined ノブ、カスタムフェーダーの設定

が含まれるようになりました。 

• Theatre Packageや Broadcast Packageのライセンスアクティベーションの過程での電源再起

動を不要にしました。 

• Shure製品 (QLX-D, ULX-D) の最新のバリエーションおよび帯域に対応しました。 

• マウントできる Rio-D2の Unit IDの値域を Y000から Y07Fまでへと拡張しました。 



 

• 誤操作防止のため、MonitorMixアプリケーションから操作できる DM7シリーズのバスを制限でき

るようにしました。 

• 内蔵 Danteや PY64-Dの Sync To Externalが手動で設定できるようになりました。 

• プラグインの BPM とタップテンポの同期に関する動作を改善しました。 

• EQ拡張画面などを User Defined キーで開いたとき、同じ User Defined キーを再び押すとその

画面が閉じるようになりました。 

• Manual画面にリファレンスマニュアルへの二次元コードが表示されるようになりました。 

• Manual画面にキーボードショートカットの説明が表示されるようになりました。 

• Dante機器を DM7にマウントしている際の安定性が向上しました。 

V1.60で修正された不具合 

• リダンダント接続で DANTE I/O DEVICEが接続されていないときに "Warning：Error occurred at 

Secondary Port" という LOGが継続して表示される不具合を修正しました。 

• Danteの副回線(SECONDARY)で通信していると、実際には主回線(PRIMARY)での通信が途切

れているにも関わらず "Dante is working at 100Megabit, not 1Gigabit." の警告が誤って表示さ

れ続ける不具合を修正しました。 

• シーンリコールのための OSC コマンドが正しく機能していなかった不具合を修正しました。 

• ID3 タグのサイズ長が 0の MP3 ファイルを含んだ USBストレージデバイスを挿すとユーティリティ

ースクリーンがブラックアウトする不具合を修正しました。 

• 現在表示されている画面内の別タブを Page Bookmark している User Definedキーを押すと、画

面が閉じてしまう不具合を修正しました。 

• Set Nominal Value を実行すると、意図せぬチャンネルのフェーダーが変化する場合がある不具

合を修正しました。 

• 何もマウントされていないプレミアムラックや EQ ラックをインサートしたときに音声信号が通過しな

い不具合を修正しました。 



 

• Rack画面で異なるタブの同じ位置に同じタイプの GEQがマウントされていると、タブ遷移したとき

にサムネイルの表示が更新されない不具合を修正しました。 

• Dynamicsの KeyIn ソースのパッチ選択画面において、一部のチャンネルネーム表示が誤ってい

た不具合を修正しました。 

• シーンリコールしても一時的なミュート解除が有効のままになっていた不具合を修正しました。 

• 両方の Bayで同時にフェーダーを操作して Auto Channel Select を発動させると、片方の Bayで

Auto Channel Selectが機能しない不具合を修正しました。（DM7） 

• Shure製品が内蔵電池で動作していてもバッテリー残量に “EXT” と表示されることがある不具合

を修正しました。 

• ワードクロックソースとして Dante を使用中に RTAで誤った周波数ピークが検出されることがある

不具合を修正しました。 

• PY64-MDオーディオインターフェースカード使用中にワードクロック画面のインジケーターが誤っ

て赤く表示されることがある不具合を修正しました。 

• USBストレージデバイスへの録音中にシーンリコール操作が遅くなることがある不具合を修正しま

した。 

• DANTEがパッチされていないインプットチャンネルで SELキーを長押しすると DANTE1への 

PORT IDENTIFYが実行されていた不具合を修正しました。 

• ユーティリティースクリーンで SCENE LIST画面を開くと Set by SELがオフされていた不具合を

修正しました。 

• CH Defaultを実行すると、FIXEDや MIXMINUSのバスへの Send も誤ってオンになってしまう不

具合を修正しました。 

• シーンリコールによってパッチを変更すると、パッチグリッドビューのカウント表示がおかしくなって

いた不具合を修正しました。 

• ユーザーレベルで操作が禁止されているときの軽微な不具合を修正しました。 



 

既知の不具合 

• SETUP メニュー内の TIME画面において、地域・日付・時刻を変更した後に、外部接続した

Dante機器の発見、マウント、およびパラメーター同期、Danteパッチの変更が正しく行えないこと

があります。本症状発生時は DM7本体の電源再起動を行ってください。これは将来リリースのフ

ァームウェアで修正される予定です。 

• ワードクロック周波数が 96kHzで動作しているときに FXプラグインでディレイ値を大きくし過ぎると 

R側の音が出なくなることがあります。その場合はディレイ値を小さくしてください。 

• Dante端子とネットワーク端子を同一のネットワークスイッチに接続すると、FOR MIXER 

CONTROLで設定されている IPアドレスと FOR DEVICE CONTROLで設定されている IPアド

レスのサブネットが異なっていても、通信が不安定になる場合があります。接続するネットワークス

イッチを分けるか VLAN を設定してネットワークを分割してください。 

• PY64-MDの MADI IN 1/2端子にオーディオ信号の入力がない状態で Redundantボタンと 

Splitボタンを両方ともオンにすると “PY Card Error, Internal Connection” という警告が DM7

のユーティリティースクリーンに表示されることがあります。 

• DM7/DM7 Compact本体にて、CH LINK設定を行ったチャンネルへの Focus Recallを設定した

場合、Scene内の Focus設定が正常に保存されない不具合が見付かりました。CH LINKが設定

されたチャンネルへの Focus Recall設定は DM7 Editorで行ってください。この問題は将来リリ

ースのファームウェアで修正される予定です。 

使用上のご注意 

• MAINTENANCE画面で Initialize All を実行すると、Danteがデイジーチェインモードになります。

リダンダント接続環境では Danteネットワークケーブルを取り外した後に Danteの設定を再度実

施してください。 



 

• Danteの副回線(SECONDARY)で通信しているとき、マウントされたデバイスが Virtual接続表示

となり、Danteパッチなどの Dante設定の変更ができなくなりますが、Dante音声や Rシリーズの

HA コントロールに影響はありません。 

バージョンアップ時のご注意 

• DM7や DM7 Compact を V1.51からアップデートすると、ファームウェアアップデートの処理が自

動的に 2回行われます。これは内部の不整合を解決するための正常な動作です。 

• Initialize All Memoryを実施後に DM7 / DM7 Compactの電源を再起動すると、メンテナンス画

面が表示されることがあります。その場合は DM7 / DM7 Compactの電源を再起動してください。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 

V1.54 

V1.51の改善点 

• 電源投入時、アップデートプログラムのバージョンに加えファームウェアバージョンも 7 インチのタッ

チスクリーンに表示されるようにしました。 

• LOG機能を拡充しました。 

V1.54で修正された不具合 

• DM7シリーズにマウントされたワイヤレス RFデバイスの RXゲインが、意図せずに 0dBにリセッ

トされてしまうことがある不具合を修正しました。 

• Network For Device Controlが Static設定のとき、DANTE I/O DEVICEの HAをリモート操作で

きないことがある不具合を修正しました。 

• PY-MIDI-GPI カードが MIDIのランニングステータスに未対応となっていた不具合を修正しまし

た。 



 

• DM7シリーズに装着した PY-MIDI-GPI カードの GPI INポートに信号を入力しても DM7シリーズ

が反応しない不具合を修正しました。 

• Automixer画面を開いたとき、アサインされているチャンネル番号が表示されないことがある不具

合を修正しました。 

• パスワード設定のされているユーザーアカウントでログインした状態で再起動を行うと、そのアカウ

ントのパスワードを入力しないと Guestでのログインもできなくなってしまう不具合を修正しました。 

• メインセクションに DCAがアサインされているとき、DCAの ONボタンを押しても反応しないことが

ある不具合を修正しました。 

• LED CALIBRATION画面で Color をタッチしても、対象となるキーやノブの LEDが点灯しない不

具合を修正しました。 

• DM7シリーズを長時間連続稼働した場合に、画面表示および操作に対する反応が遅くなったり、

操作を受け付けなくなることがある問題を修正しました。 

V1.53で修正された不具合 

• Mixer Controlおよび Device Controlネットワーク通信がごく稀にできなくなることがある不具合を

修正しました。 

• [SEL]キーを用いた一時リコールセーフの後でパッチやリコールセーフの設定を変更すると、シーン

リコールしてもパラメーターが変更されなくなる不具合を修正しました。 

• Danteの副回線(SECONDARY)で通信しているとき、対応している DANTE I/O DEVICEの HA

をリモート操作できない不具合を修正しました。 

• Bay Lのパネル上のフェーダー割り当てが CUSTOMのときに[USER DEFINED KEYS]を Fader 

Bank として使用すると USER DEFINED KEYSディスプレイの表示が誤っていた不具合を修正し

ました。 

• DANTE I/O DEVICEにマウントしたワイヤレスマイクレシーバーやアンプをアンマウントすると、マ

ウントしていた機器の設定値がデフォルト値に戻されてしまうことがある不具合を修正しました。 



 

V1.52で修正された不具合 

• ユーティリティスクリーンがごくまれにブラックアウトする不具合を修正しました。 

• フェーダーキャリブレーションを実施しても [APPLY]ボタンがグレーアウトしたまま押せない不具合

を修正しました。 

• トップパネル上部にある LED ライティングバーの色味が DM7/DM7 Compact と DM7 Control と

で反転していた不具合を修正しました。 

V1.51で修正された不具合 

• 画面下部のエンコーダーがチャンネルエンコーダーとして機能しているときに、DCA Roll-out機能

をオン/オフすると、エンコーダーにアサインされているパラメーターが意図せずノミナル値に変更さ

れてしまう不具合を修正しました。 

• ユニットモード変更時にネットワーク設定など共通のパラメーターまで初期化されてしまう不具合を

修正しました。 

• ワイヤレス機器に関するモニター情報がまれに誤って表示される不具合を修正しました。 

• Bay L / Bay Cの タッチスクリーンがごくまれにブラックアウトする不具合を修正しました。 

• USER DEFINED KEYSディスプレイの表示更新がまれに止まる問題を修正しました。 

• タッチスクリーン横のボタンが操作にまれに反応しなくなる問題を修正しました。 

• ファームウェアアップデートがまれに途中で止まってしまう問題を修正しました。 

• ファームウェアアップデートが途中で止まると、次回のファームウェアアップデート時に不正確な進

捗情報が表示されたり、ファームウェアアップデートが終了しなかったりする問題を修正しました。 

V1.50の新機能 

• Broadcast Packageに対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照く

ださい。 

• Theatre Packageに対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照くだ

さい。 



 

• DM7 Control との接続に対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照

ください。 

• 一時リンク機能を追加しました。 

• Scene List画面（Fade Time）に Individualモードを追加しました。 

• Splitモード時、シーンメモリーによるフェーダーバンクのリコールに対応しました。 

• Port to Portのパッチ、Port to Portの HAゲインのリコールセーフを追加しました。 

• MONITOR SOURCE DEFINE画面で、モニターソースごとに名前を入力できるようになりました。 

• MONITOR Aに Speaker Select機能を追加しました。 

• I/O DEVICE画面にアウトプットディレイ/ゲインを追加しました。OMNI OUT、AES/EBU OUT、

Dante OUT、PY OUTのポートに最大 20までアサインできます。 

• DEVICE SELECT画面の Supported Deviceに DME7、Tio1608-D2を追加しました。 

• DCA GROUP ASSIGN画面に DCA Mute Target を追加しました。 

• DAW REMOTE画面（Steinbergモード）で、フェーダー値の表示に対応しました。 

• USBストレージデバイスのファイルシステムとして exFATをサポートしました。 

V1.54の改善点 

• +48V Mainの初期値を ONに変更しました。 

• ルートディレクトリーに DM7シリーズのファームウェアが保存された USB メモリーが挿入されてい

るとき、USB メモリー内のファームウェアが DM7シリーズ本体と同じバージョンであってもアップデ

ートできるように変更しました。 

V1.50の改善点 

• EQ, DYNのタッチ操作、画面切り替えのパフォーマンスを改善しました。 

• SENDS ON FADER画面で、MIXや MATRIXがステレオの場合の表示を改善しました。 

• DYN TYPEの選択肢の順序を RIVAGE PM V6に合わせました。 

既知の不具合 



 

• SETUP メニュー内の TIME画面において、地域・日付・時刻を変更した後に、外部接続した

Dante機器の発見、マウント、およびパラメーター同期、Danteパッチの変更が正しく行えないこと

があります。本症状発生時は DM7本体の電源再起動を行ってください。これは将来リリースのフ

ァームウェアで修正される予定です。 

• リダンダント接続で DANTE I/O DEVICEが接続されていないとき "Warning：Error occurred at 

Secondary Port" という LOGが継続して表示され続けます。これは将来リリースのファームウェ

アで修正される予定です。 

• Danteの副回線(SECONDARY)で通信していると、実際には主回線(PRIMARY)での通信が途切

れているにも関わらず "Dante is working at 100Megabit, not 1Gigabit." の警告が誤って表示さ

れ続けます。これは将来リリースのファームウェアで修正される予定です。 

• シーンリコールのための OSC コマンドが正しく機能しません。これは将来リリースのファームウェア

で修正される予定です。 

使用上のご注意 

• MAINTENANCE画面で Initialize All を実行すると、Danteがデイジーチェインモードになります。

リダンダント接続環境では Danteネットワークケーブルを取り外した後に Danteの設定を再度実

施してください。 

• Danteの副回線(SECONDARY)で通信しているとき、マウントされたデバイスが Virtual接続表示

となり、Danteパッチなどの Dante設定の変更ができなくなりますが、Dante音声や Rシリーズの

HA コントロールに影響はありません。 

バージョンアップ時のご注意 

• DM7や DM7 Compact を V1.51からアップデートすると、ファームウェアアップデートの処理が自

動的に 2回行われます。これは内部の不整合を解決するための正常な動作です。 

お知らせ 



 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 

V1.53 

V1.51の改善点 

• 電源投入時、アップデートプログラムのバージョンに加えファームウェアバージョンも 7 インチのタッ

チスクリーンに表示されるようにしました。 

• LOG機能を拡充しました。 

V1.53で修正された不具合 

• Mixer Controlおよび Device Controlネットワーク通信がごく稀にできなくなることがある不具合を

修正しました。 

• [SEL]キーを用いた一時リコールセーフの後でパッチやリコールセーフの設定を変更すると、シーン

リコールしてもパラメーターが変更されなくなる不具合を修正しました。 

• Danteの副回線(SECONDARY)で通信しているとき、対応している DANTE I/O DEVICEの HA

をリモート操作できない不具合を修正しました。 

• Bay Lのパネル上のフェーダー割り当てが CUSTOMのときに[USER DEFINED KEYS]を Fader 

Bank として使用すると USER DEFINED KEYSディスプレイの表示が誤っていた不具合を修正し

ました。 

• DANTE I/O DEVICEにマウントしたワイヤレスマイクレシーバーやアンプをアンマウントすると、マ

ウントしていた機器の設定値がデフォルト値に戻されてしまうことがある不具合を修正しました。 

V1.52で修正された不具合 

• ユーティリティスクリーンがごくまれにブラックアウトする不具合を修正しました。 

• フェーダーキャリブレーションを実施しても [APPLY]ボタンがグレーアウトしたまま押せない不具合

を修正しました。 



 

• トップパネル上部にある LED ライティングバーの色味が DM7/DM7 Compact と DM7 Control と

で反転していた不具合を修正しました。 

V1.51で修正された不具合 

• 画面下部のエンコーダーがチャンネルエンコーダーとして機能しているときに、DCA Roll-out機能

をオン/オフすると、エンコーダーにアサインされているパラメーターが意図せずノミナル値に変更さ

れてしまう不具合を修正しました。 

• ユニットモード変更時にネットワーク設定など共通のパラメーターまで初期化されてしまう不具合を

修正しました。 

• ワイヤレス機器に関するモニター情報がまれに誤って表示される不具合を修正しました。 

• Bay L / Bay Cの タッチスクリーンがごくまれにブラックアウトする不具合を修正しました。 

• USER DEFINED KEYSディスプレイの表示更新がまれに止まる問題を修正しました。 

• タッチスクリーン横のボタンが操作にまれに反応しなくなる問題を修正しました。 

• ファームウェアアップデートがまれに途中で止まってしまう問題を修正しました。 

• ファームウェアアップデートが途中で止まると、次回のファームウェアアップデート時に不正確な進

捗情報が表示されたり、ファームウェアアップデートが終了しなかったりする問題を修正しました。 

V1.50の新機能 

• Broadcast Packageに対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照く

ださい。 

• Theatre Packageに対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照くだ

さい。 

• DM7 Control との接続に対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照

ください。 

• 一時リンク機能を追加しました。 

• Scene List画面（Fade Time）に Individualモードを追加しました。 



 

• Splitモード時、シーンメモリーによるフェーダーバンクのリコールに対応しました。 

• Port to Portのパッチ、Port to Portの HAゲインのリコールセーフを追加しました。 

• MONITOR SOURCE DEFINE画面で、モニターソースごとに名前を入力できるようになりました。 

• MONITOR Aに Speaker Select機能を追加しました。 

• I/O DEVICE画面にアウトプットディレイ/ゲインを追加しました。OMNI OUT、AES/EBU OUT、

Dante OUT、PY OUTのポートに最大 20までアサインできます。 

• DEVICE SELECT画面の Supported Deviceに DME7、Tio1608-D2を追加しました。 

• DCA GROUP ASSIGN画面に DCA Mute Target を追加しました。 

• DAW REMOTE画面（Steinbergモード）で、フェーダー値の表示に対応しました。 

• USBストレージデバイスのファイルシステムとして exFATをサポートしました。 

V1.50の改善点 

• EQ, DYNのタッチ操作、画面切り替えのパフォーマンスを改善しました。 

• SENDS ON FADER画面で、MIXや MATRIXがステレオの場合の表示を改善しました。 

• DYN TYPEの選択肢の順序を RIVAGE PM V6に合わせました。 

既知の不具合 

• SETUP メニュー内の TIME画面において、地域・日付・時刻を変更した後に、外部接続した

Dante機器の発見、マウント、およびパラメーター同期、Danteパッチの変更が正しく行えないこと

があります。本症状発生時は DM7本体の電源再起動を行ってください。これは将来リリースのフ

ァームウェアで修正される予定です。 

• リダンダント接続で DANTE I/O DEVICEが接続されていないとき "Warning：Error occurred at 

Secondary Port" という LOGが継続して表示され続けます。これは将来リリースのファームウェ

アで修正される予定です。 



 

• Danteの副回線(SECONDARY)で通信していると、実際には主回線(PRIMARY)での通信が途切

れているにも関わらず "Dante is working at 100Megabit, not 1Gigabit." の警告が誤って表示さ

れ続けます。これは将来リリースのファームウェアで修正される予定です。 

• シーンリコールのための OSC コマンドが正しく機能しません。これは将来リリースのファームウェア

で修正される予定です。 

使用上のご注意 

• MAINTENANCE画面で Initialize All を実行すると、Danteがデイジーチェインモードになります。

リダンダント接続環境では Danteネットワークケーブルを取り外した後に Danteの設定を再度実

施してください。 

バージョンアップ時のご注意 

• DM7や DM7 Compact を V1.51からアップデートすると、ファームウェアアップデートの処理が自

動的に 2回行われます。これは内部の不整合を解決するための正常な動作です。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 

V1.52 

V1.51の改善点 

• 電源投入時、アップデートプログラムのバージョンに加えファームウェアバージョンも 7 インチのタッ

チスクリーンに表示されるようにしました。 

• LOG機能を拡充しました。 

V1.52で修正された不具合 

• ユーティリティスクリーンがごくまれにブラックアウトする不具合を修正しました。 

• フェーダーキャリブレーションを実施しても [APPLY]ボタンがグレーアウトしたまま押せない不具合

を修正しました。 



 

• トップパネル上部にある LED ライティングバーの色味が DM7/DM7 Compact と DM7 Control と

で反転していた不具合を修正しました。 

V1.51で修正された不具合 

• 画面下部のエンコーダーがチャンネルエンコーダーとして機能しているときに、DCA Roll-out機能

をオン/オフすると、エンコーダーにアサインされているパラメーターが意図せずノミナル値に変更さ

れてしまう不具合を修正しました。 

• ユニットモード変更時にネットワーク設定など共通のパラメーターまで初期化されてしまう不具合を

修正しました。 

• ワイヤレス機器に関するモニター情報がまれに誤って表示される不具合を修正しました。 

• Bay L / Bay Cの タッチスクリーンがごくまれにブラックアウトする不具合を修正しました。 

• USER DEFINED KEYSディスプレイの表示更新がまれに止まる問題を修正しました。 

• タッチスクリーン横のボタンが操作にまれに反応しなくなる問題を修正しました。 

• ファームウェアアップデートがまれに途中で止まってしまう問題を修正しました。 

• ファームウェアアップデートが途中で止まると、次回のファームウェアアップデート時に不正確な進

捗情報が表示されたり、ファームウェアアップデートが終了しなかったりする問題を修正しました。 

V1.50の新機能 

• Broadcast Packageに対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照く

ださい。 

• Theatre Packageに対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照くだ

さい。 

• DM7 Control との接続に対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照

ください。 

• 一時リンク機能を追加しました。 

• Scene List画面（Fade Time）に Individualモードを追加しました。 



 

• Splitモード時、シーンメモリーによるフェーダーバンクのリコールに対応しました。 

• Port to Portのパッチ、Port to Portの HAゲインのリコールセーフを追加しました。 

• MONITOR SOURCE DEFINE画面で、モニターソースごとに名前を入力できるようになりました。 

• MONITOR Aに Speaker Select機能を追加しました。 

• I/O DEVICE画面にアウトプットディレイ/ゲインを追加しました。OMNI OUT、AES/EBU OUT、

Dante OUT、PY OUTのポートに最大 20までアサインできます。 

• DEVICE SELECT画面の Supported Deviceに DME7、Tio1608-D2を追加しました。 

• DCA GROUP ASSIGN画面に DCA Mute Target を追加しました。 

• DAW REMOTE画面（Steinbergモード）で、フェーダー値の表示に対応しました。 

• USBストレージデバイスのファイルシステムとして exFATをサポートしました。 

V1.50の改善点 

• EQ, DYNのタッチ操作、画面切り替えのパフォーマンスを改善しました。 

• SENDS ON FADER画面で、MIXや MATRIXがステレオの場合の表示を改善しました。 

• DYN TYPEの選択肢の順序を RIVAGE PM V6に合わせました。 

既知の不具合 

• SETUP メニュー内の TIME画面において、地域・日付・時刻を変更した後に、外部接続した

Dante機器の発見、マウント、およびパラメーター同期、Danteパッチの変更が正しく行えないこと

があります。本症状発生時は DM7本体の電源再起動を行ってください。これは将来リリースのフ

ァームウェアで修正される予定です。 

• リダンダント接続のときに主回線 (PRIMARY) のケーブルを抜くと、DANTE I/O DEVICEの HA

がコントロールできなくなります。音声は副回線 (SECONDARY) により継続されます。これは将

来リリースのファームウェアで修正される予定です。 



 

• リダンダント接続で DANTE I/O DEVICEが接続されていないとき "Warning：Error occurred at 

Secondary Port" という LOGが継続して表示され続けます。これは将来リリースのファームウェ

アで修正される予定です。 

• Danteの副回線(SECONDARY)で通信していると、実際には主回線(PRIMARY)での通信が途切

れているにも関わらず "Dante is working at 100Megabit, not 1Gigabit." の警告が誤って表示さ

れ続けます。これは将来リリースのファームウェアで修正される予定です。 

• シーンリコールのための OSC コマンドが正しく機能しません。これは将来リリースのファームウェア

で修正される予定です。 

使用上のご注意 

• MAINTENANCE画面で Initialize All を実行すると、Danteがデイジーチェインモードになります。

リダンダント接続環境では Danteネットワークケーブルを取り外した後に Danteの設定を再度実

施してください。 

バージョンアップ時のご注意 

• DM7や DM7 Compact を V1.51からアップデートすると、ファームウェアアップデートの処理が自

動的に 2回行われます。これは内部の不整合を解決するための正常な動作です。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 

V1.51 

V1.51の改善点 

• 電源投入時、アップデートプログラムのバージョンに加えファームウェアバージョンも 7 インチのタッ

チスクリーンに表示されるようにしました。 

• LOG機能を拡充しました。 

V1.51で修正された不具合 



 

• 画面下部のエンコーダーがチャンネルエンコーダーとして機能しているときに、DCA Roll-out機能

をオン/オフすると、エンコーダーにアサインされているパラメーターが意図せずノミナル値に変更さ

れてしまう不具合を修正しました。 

• ユニットモード変更時にネットワーク設定など共通のパラメーターまで初期化されてしまう不具合を

修正しました。 

• ワイヤレス機器に関するモニター情報がまれに誤って表示される不具合を修正しました。 

• Bay L / Bay Cの タッチスクリーンがごくまれにブラックアウトする不具合を修正しました。 

• USER DEFINED KEYSディスプレイの表示更新がまれに止まる問題を修正しました。 

• タッチスクリーン横のボタンが操作にまれに反応しなくなる問題を修正しました。 

• ファームウェアアップデートがまれに途中で止まってしまう問題を修正しました。 

• ファームウェアアップデートが途中で止まると、次回のファームウェアアップデート時に不正確な進

捗情報が表示されたり、ファームウェアアップデートが終了しなかったりする問題を修正しました。 

V1.50の新機能 

• Broadcast Packageに対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照く

ださい。 

• Theatre Packageに対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照くだ

さい。 

• DM7 Control との接続に対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照

ください。 

• 一時リンク機能を追加しました。 

• Scene List画面（Fade Time）に Individualモードを追加しました。 

• Splitモード時、シーンメモリーによるフェーダーバンクのリコールに対応しました。 

• Port to Portのパッチ、Port to Portの HAゲインのリコールセーフを追加しました。 

• MONITOR SOURCE DEFINE画面で、モニターソースごとに名前を入力できるようになりました。 



 

• MONITOR Aに Speaker Select機能を追加しました。 

• I/O DEVICE画面にアウトプットディレイ/ゲインを追加しました。OMNI OUT、AES/EBU OUT、

Dante OUT、PY OUTのポートに最大 20までアサインできます。 

• DEVICE SELECT画面の Supported Deviceに DME7、Tio1608-D2を追加しました。 

• DCA GROUP ASSIGN画面に DCA Mute Target を追加しました。 

• DAW REMOTE画面（Steinbergモード）で、フェーダー値の表示に対応しました。 

• USBストレージデバイスのファイルシステムとして exFATをサポートしました。 

V1.50の改善点 

• EQ, DYNのタッチ操作、画面切り替えのパフォーマンスを改善しました。 

• SENDS ON FADER画面で、MIXや MATRIXがステレオの場合の表示を改善しました。 

• DYN TYPEの選択肢の順序を RIVAGE PM V6に合わせました。 

既知の不具合 

• SETUP メニュー内の TIME画面において、地域・日付・時刻を変更した後に、外部接続した

Dante機器の発見、マウント、およびパラメーター同期、Danteパッチの変更が正しく行えないこと

があります。本症状発生時は DM7本体の電源再起動を行ってください。これは将来リリースのフ

ァームウェアで修正される予定です。 

• リダンダント接続のときに主回線 (PRIMARY) のケーブルを抜くと、DANTE I/O DEVICEの HA

がコントロールできなくなります。音声は副回線 (SECONDARY) により継続されます。これは将

来リリースのファームウェアで修正される予定です。 

• リダンダント接続で DANTE I/O DEVICEが接続されていないとき "Warning：Error occurred at 

Secondary Port" という LOGが継続して表示され続けます。これは将来リリースのファームウェ

アで修正される予定です。 



 

• トップパネル上部にある LED ライティングバーの色味が DM7/DM7 Compact と CTL-DM7 とで

反転している不具合が見付かりました。これは将来リリースのファームウェアで修正される予定で

す。 

使用上のご注意 

• MAINTENANCE画面で Initialize All を実行すると、Danteがデイジーチェインモードになります。

リダンダント接続環境では Danteネットワークケーブルを取り外した後に Danteの設定を再度実

施してください。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 

V1.50 

V1.50の新機能 

• Broadcast Packageに対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照く

ださい。 

• Theatre Packageに対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照くだ

さい。 

• DM7 Control との接続に対応しました。機能詳細は DM7シリーズリファレンスマニュアルをご参照

ください。 

• 一時リンク機能を追加しました。 

• Scene List画面（Fade Time）に Individualモードを追加しました。 

• Splitモード時、シーンメモリーによるフェーダーバンクのリコールに対応しました。 

• Port to Portのパッチ、Port to Portの HAゲインのリコールセーフを追加しました。 

• MONITOR SOURCE DEFINE画面で、モニターソースごとに名前を入力できるようになりました。 

• MONITOR Aに Speaker Select機能を追加しました。 



 

• I/O DEVICE画面にアウトプットディレイ/ゲインを追加しました。OMNI OUT、AES/EBU OUT、

Dante OUT、PY OUTのポートに最大 20までアサインできます。 

• DEVICE SELECT画面の Supported Deviceに DME7、Tio1608-D2を追加しました。 

• DCA GROUP ASSIGN画面に DCA Mute Target を追加しました。 

• DAW REMOTE画面（Steinbergモード）で、フェーダー値の表示に対応しました。 

• USBストレージデバイスのファイルシステムとして exFATをサポートしました。 

V1.50の改善点 

• EQ, DYNのタッチ操作、画面切り替えのパフォーマンスを改善しました。 

• SENDS ON FADER画面で、MIXや MATRIXがステレオの場合の表示を改善しました。 

• DYN TYPEの選択肢の順序を RIVAGE PM V6に合わせました。 

既知の不具合 

• 画面下部のエンコーダーが Channel Encoder として機能している状態で、DCA Rollout機能の

ON/OFF を行った場合、エンコーダーにアサインされているパラメーターが意図せずにノミナル値

に変更されてしまうことがあります。これは将来リリースのファームウェアで修正される予定です。 

• SETUP メニュー内の TIME画面において、地域・日付・時刻を変更した後に、外部接続した

Dante機器の発見、マウント、およびパラメーター同期、Danteパッチの変更が正しく行えないこと

があります。本症状発生時は DM7本体の電源再起動を行ってください。これは将来リリースのフ

ァームウェアで修正される予定です。 

• リダンダント接続のときに主回線 (PRIMARY) のケーブルを抜くと、DANTE I/O DEVICEの HA

がコントロールできなくなります。音声は副回線 (SECONDARY) により継続されます。これは将

来リリースのファームウェアで修正される予定です。 

• リダンダント接続で DANTE I/O DEVICEが接続されていないとき "Warning：Error occurred at 

Secondary Port" という LOGが継続して表示され続けます。これは将来リリースのファームウェ

アで修正される予定です。 



 

• トップパネル上部にある LED ライティングバーの色味が DM7/DM7 Compact と CTL-DM7 とで

反転している不具合が見付かりました。これは将来リリースのファームウェアで修正される予定で

す。 

使用上のご注意 

• MAINTENANCE画面で Initialize All を実行すると、Danteがデイジーチェインモードになります。

リダンダント接続環境では Danteネットワークケーブルを取り外した後に Danteの設定を再度実

施してください。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 

V1.03 

• 初期リリースバージョン（プレリリース版） 

使用上のご注意 

• MAINTENANCE画面で Initialize All を実行すると、Danteがデイジーチェインモードになります。

リダンダント接続環境では Danteネットワークケーブルを取り外した後に Danteの設定を再度実

施してください。 

お知らせ 

• Dante Controllerでレイテンシーを設定する場合は、送信機器と受信機器で大きい(遅い)方の設

定が有効になります。 


